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種々の塩を用いたスライムの合成と物性(第2報)

熊本県立高森高等学校理科部化学班

1 研究の目的

昨年度の報告では、ドVA水溶液の濃度が高いほどスライムが傾くなり、ドVAの重合度が大きいほ

どスライムが硬くなる こ とを報告したc また、 PγMこreCI~ を加え、さらに:.Ja.011を添加する こ とで

ホウ砂を用いずにpγ八をゲノレ化できる三とを発見した。

そこで、本研究では fFeC1aに加え、数桶の掘を用いてホウ砂を用いずにPV!ヘがゲル化できるか

検討するーまた「穐々の塩を崩いたスライムのゲル化の仕組みを検討するJ以上2つのことを目的

として研究したc

2 研究方法・結果

I実験 1]種々の塩を用いたスライムの合成

(方怯)① 10%rVA (n= 1000)詐液40gに0.5mol/L FcCIB， FCS04， CuCI2， CUS04水前液をそれ

ぞれ2mしずつ加えた。

② ①の混合溶液をガラス棒でかき混ぜながら、 10mol/Ll¥aOH水溶液をこまごめピベット

で数滴加えた。

(結果)いずれも沈殿を牛.じることなく、均一にゲル化した。

しかし、 PW¥溶液に先にl¥aOHを加えた後、端水溶液を

加えたところ、沈殿を生じた。

o PVA+慌 にNaOHを添加 → 均一にゲノレ化した

X PVA+NaOH に塙を添加 → 沈殿を生じた

→ゲル化するためには、車水前液とl¥aOH水前液を

加える順序も重躯であることが分かったt

|災11 I'VA-CuSO.ゲノレ生成の様子

I実験2]種々の塩を用いたスライムのl¥aOけ溶液の濃度による粘皮比較

<測定方法のム夫>

ゲノレ上自のマコおもりを落下させて、落下時間によるゲノレの硬さ比較を行おうとしたが、固まった

ゲノレに合まれる気泡により、おもりの落下時聞が一定しなかった。

そこで・ PV八やNaOHの濃度を薄くし、あえてゲル化させないようにする

・細い管状のものに溶液を通すことで、わずかな粘度の蕪を、流下時間の葬として捉える

これらのアイデアから、ホールヒPベットを利用した粘度測定を行うことにしたの

(方訟)① 2%rVA (n= 1000)都液40gに0.5mol/L FcCla， FCS04， CuCI2， CUS04水前液をそれぞ

れ2mしずつ加え、 0"-'0.16mol/L NaOH水溶液8mLを加えて全量を約50mしとしたじ

② これら粘性の異なる溶液の峡さ(粘度)を比較するため、 10mLホーノレピペットの下部に

標線を書き足し、上下の標線を被面が通過する時間をストップウォッチで調IJ定したω

また溶j伎のplrも測定

したc
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溶液における¥IaOH濃度と粘度変化 (2ft)
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-塩の種類にかかわらずNaOH濃度を高くする

と粘度は上昇するが、溶液がアルカリ性に

なった後は、f¥aOH濃度を高くすると粘度は

減少に転じた。

-塩(金属イオン)の種類により、 PV̂溶液

の粘度に以下の大小関係が見られた2
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[実験31種々の塩を用いたスライム中の牛成物の検討

(方法)① 2%PVA (n= 1000)砕液40gに0，5mol/L FeCL， FeS04' CuCL， CUS04水溶液をそれそe

れ 2mLずつ加え、 0.1mol/L NaOl1水溶液8mLを加えて全量を約50mしとした。

② この溶液をNo，2ろ紙を用いてろ過し、ろ液を島津製作所製UV-3600紫外可視ili赤外分光

光度言|をJIJいて、波長350------650nmで吸光度を測定した。

(結果)

-ドeC13，ドeS04の溶液は、 350----650nmの波長域では目立った吸収が見られなかったが、溶液の性

状等からFe(OH)";1~生成しているものと考えられる c

• CuSO~ のj桝夜は、 630'""'610nm付近に吸収が見られ、 [Cu(OI l)nJ (n二2------1)の存存ーが示唆された

来CuCl2の溶液は沈殿を取り除くことができなかったので、眼光度の担IJ定を実施できなかったc

3 まとめ・考察

(1) PVAとFeCL，FeSO"， CuCL， CuSO"の混台溶液に?吋OHを添加することで、スライムを合成す

ることができた。

(2) PVAと¥JaOHの混合溶械に FeCL，FeS04， CuCb， CUS04を添加すると、沈肢を生じた。

(3) f7eCL， 1'eS04のゲ、ル中には1'e(OII)λが、 CUS04のゲ、ノレ中には[Cu(OIl)nJ(n=2------4)の生成が示唆

された。

これらの結果から、種々の塩を)IJいたスライムが合成される過程を以下のように推測したの
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PVAの鎖の中iこ令属イオン(リ+)が分散して

1'!'1定される

分散して固定された令属イオンのそれぞ

れがOHーと反応しPV八中で水酸化物を牛

(4) l¥aOHの濃度が大きくなると、スライムの硬さは傾くなった。しかし、溶液がアルカリ性にな

り、l¥aOHの濃度をさらに増していくと、スライムの硬さは減少したc

この結果から、種々の塩を用いて合成されたスライムは、金属の水酸化物が疎水コロイ ド、PVi¥

が保護コロイドとなって「親水コロイド」であるスライムが形成されたのではと考えている。コ

ロイドにNaOHを多量に加えることで|塩析」が起こり、粘度の減少がみられたのではないだろ

うか何
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